
第１回 昭和５０年 ４．２ｍ 　 １０９ 　 １１０ 26回 　  １２年 計測不能 　 １０６ 　 １０７

２回 　　５１年 ３．５ｍ 　　 ８２ 　　 ８８ 27回 　  １３年 計測不能 　 １０１ 　 １０３

３回 　　５２年 ６．５ｍ 　 １０３ 　 １０３ 28回 　  １４年 計測不能 　 １００ 　 １００

４回 　　５３年 ８．０ｍ 　 １１２ 　 １１１ 29回 　  １５年 ５．３ｍ 　　 ７３ 　　 ７７

５回 　　５４年 計測不能 　 １０５ 　 １０６ 30回 　  １６年 １．６ｍ 　 １０２ 　 １０２

６回 　　５５年 ３．５ｍ 　　 ６０ 　　 ７２ 31回 　  １７年 計測不能 　 １０１ 　 １０１

７回 　　５６年 ６．０ｍ 　　 ７６ 　　 ７６ 32回 　  １８年 5.52ｍ 　　 ９８ 　　 ９７

８回 　　５７年 計測不能 　　 ８９ 　　 ８９ 33回 　  １９年 計測不能 　　 ９９ 　　 ９９

９回 　　５８年 ４．８ｍ 　　 ９９ 　　 ９９ 34回 　  ２０年 4.80ｍ 　 １００ 　 １００

10回 　　５９年 ７．０ｍ 　 １０９ 　 １０８ 35回 　  ２１年 計測不能 　 １００ 　 １００

11回 　　６０年 ７．８ｍ 　 １０９ 　 １０９ 36回  　 ２２年 計測不能 　 １０４ 　 １０４

12回 　　６１年 ６・４ｍ 　 １０７ 　 １０９ 37回   ２３年 5.68ｍ 　 １０２ 　 １０３

13回 　　６２年 計測不能 　 １０７ 　 １０８ 38回   ２４年 6.68ｍ 　 １０５ 　 １０５

14回 　　６３年 ５・０ｍ 　　 ８５ 　　 ８７ 39回   ２５年 5.56ｍ 　 １０２ 　 １０２

15回 　平成元年 計測不能 　 １００ 　　 ９９ 40回 　２６年 計測不能 　 １０５ 　 １０５

16回       ２年 ５．０ｍ 　 １０６ 　 １０５ 41回 　２７年 計測不能 　 １０５ 　 １０５

17回       ３年 計測不能 　　 ９０ 　　 ９２ 42回 　２８年 4.70ｍ 　 １０２ 　 １０２

18回       ４年 計測不能 　 １００ 　　 ９９ 43回 　２９年 計測不能 　　 ９８      ９８

19回       ５年 計測不能 　　 ３０ 　　 ３４ 44回 　３０年 4.55ｍ 　 １０１ 　 １０１

20回       ６年 ４．４ｍ 　 １１０ 　 １１０ 45回 令和元年 5.50ｍ 　 １０３ 　 １０３

21回       ７年 ４．７ｍ 　　 ９６ 　　 ９５ 46回 令和２年 計測不能 　 １０３ 　 １０２

22回       ８年 計測不能 　 １０２ 　 １０３ 47回 令和３年 6.10ｍ 　 １０３    １０３

23回 　　  ９年 ３．９ｍ 　 １０５ 　 １０５ 48回 令和４年 5.45ｍ 　　 ９９      ９９

24回 　  １０年 ６．３ｍ 　　 ９６ 　　 ９６ 49回 令和５年 5.40ｍ 　 １０４ 　 １０４

25回 　  １１年 ４．０ｍ 　 １０５ 　 １０４ 50回 令和６年 計測不能 未定 未定

測定日・・・・毎年２月１４日　ＡＭ１０時

　　　　　　　　　 ↓
平成１２年より毎年２月１１日　ＡＭ１０時

岩 手 県 北上川下流 年  次 太  さ 作況指数

た　　ろ　　し　　滝

たろし滝の太さと作況

回

　たろし滝は、石鳥谷地域の中心部から西に１０ｋｍほど入ったところにあります。とげ

し森から葛丸川に注ぐ沢水が凍りついてできる大氷柱で、昔から大瀬川地区（古くは畑地

区）の人たちは、氷柱の太さでその年の作柄を占ってきたといわれています。「たろし」

とはつららを意味し、古語の垂氷（たるひ）がなまったもので、できる氷柱の形が滝に似

ていることから「たろし滝」の呼び名がついたといわれています。

　氷柱の高さは１３ｍあり、太さは記録として残っているものでは、大豊作となった昭和

５３年の８ｍが最高です。

回 岩 手 県 北上川下流年  次 太 さ 作況指数



大瀬川たろし滝測定保存会

計測後の会長川柳（第17回の測定会より開始）

　第17回　　平成３年　 温暖化たろしの太り妨げる

　第18回　　平成４年　 減反がこわくてたろしふとれない

　第19回　　平成５年　 たろし滝無いので知恵でカバーする

　第20回　　平成６年　 凶作の心配ないと云うたろし

　第21回　　平成７年　 並作はかたいとたろし笑っている

　第22回　　平成８年　 並作に夢を託せと云うたろし

　第23回　　平成９年　 油断無く並の太さがそっと云い

　第24回　　平成10年 　さあ大変減反増えるこの太さ

　第25回　　平成11年 　まずまずの太さで秋に夢を馳せ

　第26回　　平成12年 　米余り心配してか姿消し

　第27回　　平成13年 　減反にたろしの涙流れ過ぎ

　第28回　　平成14年 　いい兆し皆で創れと瀧が言い

　第29回　　平成15年 　この太さきっといいことありますよ

　第30回　　平成16年 　三度
み た び

落ちめげずに夢をつないでる

　第31回　　平成17年 　崩落が度重なってちと不安

　第32回　　平成18年 　でっかいなぁこの氷柱に 希望
ゆ め

が湧き

　第33回　　平成19年 　不作かなよぎる思いのこの風情

　第34回　　平成20年 　わぁ…すごい縁起重ねてはずむ声

  第35回　　平成21年　 この試練転機がきっとやってくる

  第36回　　平成22年　 直前の崩落心揺れ動き

  第37回　　平成23年　 久々の太い柱に湧く歓喜

  第38回　　平成24年　 この太さ熱い絆に育まれ

  第39回　　平成25年　 どっしりと根張りも太くいい予感

  第40回　　平成26年　 崩落にめけず讃歌がこだまする

  第41回　　平成27年　 ＴＰＰ心配なので太れない

  第42回　　平成28年　 国体の奮起促し太くなり

  第43回　　平成29年　 測れないための対策模索する

  第44回　　平成30年　 冷え込みに耐えてにっこりワンダフル

  第45回　　令和元年　 新元号期待ふくらむこの眺め

  第46回　　令和２年　 温暖化被害怖くて太れない

  第47回　　令和３年　 わあすごいドラマ明るくなる兆し

  第48回　　令和４年　 仰ぎ見るコロナもたまげる大氷柱

  第49回　　令和５年　 たろし滝皆の熱意が大臣賞

  第50回　　令和６年　 能登ゆれてたろし泪の50回

※　ＪＲ石鳥谷駅から西に約１０ｋｍ（車で約１５分）。たろし滝入口から徒歩約５分です。
　なお、現地入口手前５００ｍのところに駐車場（ポケットパーク）がありますのでご利用下さい。


